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第
二
章
　
木
簡
出
上
の
遺
構

一　
６
Ａ
Ｂ
Ｘ

・
６
Ａ
Ｂ
Ｙ
区
の
遺
構

こ
の
調
査
は
平
城
官
南
面
に
あ
る
朱
雀
門
と
そ
の
内
方
に
接
す
る
地
区
九
二
ア
ー
ル
を
発
掘
し
、
朱
雀
門
、
そ
の
東
西
脇
門
、
南

面
大
垣
築
地
の
ほ
か
、
柵
、
掘
立
柱
列
、
濤
な
ど
を
検
出
し
た
。

朱
雀
門

（Ｓ
Ｂ
一
八
〇
〇
）
は
北
半
部
を
発
掘
し
、
後
世
の
改
変
を
う
け
て
い
た
が
、
門
基
壇
の
掘
込
地
形
、
門
の
棟
通
り
と
北
側

柱
通
り
の
礎
石
下
の
根
固
め
石
を
検
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
推
定
基
壇
の
大
き
さ
は
東
西
約
三
二
ｍ
、
南
北
推
定
約

一
七
ｍ
で
、

桁
行
五
間
、
梁
行
二
間
の
各
柱
間
約
五
ｍ
の
円
が
考
え
ら
れ
る
。
脇
門
（ｓ
Ｂ
一
八
〇
一
。
一
八
〇
一
ご
は
そ
れ
ぞ
れ
朱
雀
門
の
南
北
中

軸
線
よ
り
約
二
四
ｍ
は
な
れ
た
対
称
な
位
置
に
あ
り
、　
二
本
の
掘
立
柱

（柱
間
四
二
一冨
）
の
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。　
こ
れ
ら
の
朱

雀
門

・
南
面
築
地
か
ら
は
多
量
の
藤
原
官
式
瓦
が
発
見
さ
れ
た
。

朱
雀
門
の
内
方
は
広
場
で
、
門
か
ら
北
に
通
じ
る
バ
ラ
ス
敷
の
幅
約
二
三
ｍ
の
道
路
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
道
路
の
東
西
両
側
に

溝
各

一
条

（ｓ
Ｄ
一
九
〇
〇
。
一
八
六
〇
）
が
南
北
に
走

っ
て
い
る
。
木
筒
は
、
こ
の
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
の

清
は
二
つ
の
溝
が
重
複
し
て
お
り
、
上
層
溝
は
朱
雀
門
の
手
前
三
八
範
の
と
こ
ろ
で
西
に
折
れ
、
門
基
壇
部
を
さ
け
て
南
流
す
る
。
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下
層
溝
は
南
に
直
進
し
て
朱
雀
門
基
壇
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
の
で
、
朱
雀
門
造
営
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
こ
の
下

層
濤
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
朱
雀
門
北
方
二
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
杭
と
小
枝
で
堰
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
上
流
に
あ
っ
た
溝
底
の
く
ば
み
か

ら
、
曲
物

・
糸
巻

・
土
器
な
ど
と
共
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
溝
は
、
平
城
京
造
営
前
の
下
ツ
道
の
西
側
濤
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、

「過
所
符
」
木
衝
（
≡
一０
、
「五
十
戸
家
」
銘
墨
書
土
器
な
ど
の
内
容
と
あ
わ
せ
て
、
平
城
官
造
営
直
前
の
下
ツ
道
を
含
ん
だ
周
辺
地

域
の
状
況
を
知
り
得
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
木
簡
は
、
過
所
符
を
含
む
総
数
九
点
で
、
こ
の
う
ち
七
点
を
収
録
し
た
。

一
一　
６
Ａ
Ｄ
Ｆ
区
の
遺
構

こ
の
調
査
は
、
平
城
官
西
面
の
中
門

（佐
伯
門
）
と
南
門

（玉
手
門
）
の
中
間
地
区
で
、
西
面
大
垣
の
内
側
に
沿
う
細
長
い
区
域

を
発
掘
し
た
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
西
面
大
垣
築
地
Ｓ
Ａ

一
六
〇
〇
の
内
側
に
は
秋
篠
川
の
旧
河
道
が
北
か
ら
南
に
延
び
、
宮
城
造

営
時
に
こ
れ
を
埋
立
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
埋
立
は
完
全
で
は
な
く
、
旧
河
道
は
平
城
官
造
営
後
も
幅
二
〇

２
二
五
ｍ
、
深
さ

一
。
一
ｍ
前
後
の
南
北
に
つ
ら
な
る
く
ば
み
と
し
て
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
た
。
こ
の
く
ば
み
を
横
切

っ
て
、

東
西
掘
立
柱
柵
Ｓ
Ａ

一
九
七
〇
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
く
ば
み
の
最
も
深
い
個
所
に
は
柵
の
柱
間
の
一
つ
を
つ
ら
ぬ
い
て
柵
と
直
交

す
る
二
条
の
杭
列
Ｓ
Ｘ

一
九
七
五
が
残

っ
て
い
た
。
同
様
の
施
設
Ｓ
Ｘ

一
九
八
二
が
こ
れ
よ
り
北
方

一
二
ｍ
の
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
。

Ｓ
Ｘ

一
九
八
二
の
す
ぐ
東
に
は
数
十
本
の
杭
を
方
形
に
め
ぐ
ら
し
た
性
格
不
明
の
遺
構
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
区
画
内
に
は
円
形
の

上
羨
Ｓ
Ｋ

一
九
七
九
が
あ

っ
た
。
木
簡
は
、
こ
の
土
羨
の
堆
積
土
中
か
ら
出
上
し
た
。　
一
九
点
出
上
し
た
が
材
の
腐
蝕
甚
し
く
、
判

読
可
能
な
も
の
は
わ
ず
か
で
、
本
報
告
書
に
は
こ
の
う
ち

一
〇
点
を
収
録
し
た
。
内
容
的
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
釘
に
関
し
た
も
の
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で
あ
る
。
木
簡
の
ほ
か
に
、
金
属
利
器
の
た
め
の
木
柄
、
輔
日
、
鉱
滓
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

〓
一　
６
Ａ
Ａ
Ｏ
区
の
遺
構

発
掘
区

（６
Ａ
Ａ
Ｏ
区
Ｆ
・
Ｇ
地
区
）
は
通
称

一
条
通
り
の
北
側
で
、　
第
二
次
内
裏
北
外
郭
中
央
区
と
称
し
て
い
る
地
域
の
東
半
部

に
当
る
。
こ
の
東
半
部
は
、
西
半
部
に
建
物
が
多
い
の
に
く
ら
べ
、
建
物
が
少
く
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
二

一
二
八
が
あ
る
ほ
か
空
地
の
部
分

が
多
い
。
発
掘
区
西
南
隅
に
は
、　
一
〇
個
の
土
羨

（Ｓ
Ｋ
二
一
〇
〇
ぞ
二
一
〇
九
）
が
密
集
し
て
い
る
が
、
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
そ

の
中
の
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
・
二

一
〇
二

・
二

一
〇
七
の
三
個
の
上
羨
で
あ
る
。
な
お
第
二
次
内
一異
北
外
郭
中
央
区
は
、
市
庭
古
墳
の
前

方
部
周
濠
に
あ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
上
羨
を
含
め
て
遺
構
の
多
く
は
、
周
濠
を
埋
め
た
て
た
整
地
土
上
に
あ
る
（近
刊
平
城
官
報

左田
ＭＶ■）。

Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
土
壊
　
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
は
、
塵
芥
処
理
の
た
め
の
上
羨
で
あ

っ
て
、
内
裏
北
外
郭
南
辺
築
地
Ｓ
Ａ
四
八
八
の

北
方

一
・
四
ｍ
に
あ
る
。
大
き
さ
は
、
東
西
三

・
五
ｍ
、
南
北
三

・
四
ｍ
、
深
さ
九
〇
飢
で
、
平
面
は
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
る
。
埋
土

は
、
細
分
す
れ
ば
七
層
に
わ
か
れ
る
が
、
大
き
く
上

・
下
三
層
に
わ
け
ら
れ
、
前
後
二
回
の
塵
芥
投
棄

・
埋
め
た
て
が
行
な
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
土
器

・
瓦

・
木
簡

。
木
製
品
な
ど
を
投
棄
し
て
そ
の
上
を
灰
色
砂
質
土

・
木
炭
で
お
お
い
、
そ

の
後
そ
の
上
に
で
き
た
く
ば
み
を
利
用
し
て
土
器
を
投
棄
し
埋
め
た
て
た
ら
し
い
。
二
回
の
投
棄
は
、
上

・
下
層
に
包
含
さ
れ
る
土

器
の
間
に
顕
著
な
相
違
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
時
間
差
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
上
羨
は
、
層
位
的
に
み

て
、
土
娠
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
、
築
地
Ｓ
Ａ
四
八
八
な
ど
よ
り
新
し
い
。
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木
簡
は
、
　
下
層
の
最
下
部
の
暗
裾
色
土
層
か
ら
か
な
り
多
量
の
土
器

。
瓦
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
世
土
総
点
数
は
三
九
四

（本
報
告
書
収
録
点
数
一
一
一
、
以
下
括
弧
内
同
じ
）
点
で
、
そ
の
う
ち
約
七
〇
％
が
削
暦
で
あ
る
。

次
に
こ
の
上
羨
の
埋
没
年
代
に
つ
い
て
考
え
る
。
出
土
木
簡
中
年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
天
平

一
八
年
九
月
の
調
塩
荷
札

全
豊
鬱
、

天
平
勝
宝
二
年
の
貢
進
物
荷
札

全
豊
９
、

「勝
宝
」
と
あ
る
削
暦

全
究
ё
の
三
点
で
、
天
平
末
か
ら
天
平
勝
宝
に
か
け
て
の
も
の
が

集

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
埋
没
年
代
を
決

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
上
羨
の
出
土
土
器
と
土
羨
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出

土
土
器
と
の
類
同
性
は
、
埋
没
年
代
決
定
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

土
羨
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
は
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
東
北
方
七
二
ｍ
、
第
二
次
内
裏
北

外
郭
東
区
に
検
出
し
た
塵
芥
処
理
用
の
土
娠
で
あ

っ
て
、
そ
の
埋
没
年
代
は
、

六
三
点
に
及
ぶ
多
量
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
の
検
討
か
ら
、
天
平

一
九
年
か
ら
そ

れ
ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
と
推
測
さ
れ
て
い
る

（解
説
ご
。
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
土

器
は
、
平
城
官
の
土
器
を
六
段
階
に
大
別
し
た
場
合
、
そ
の
第
三
段
階
に
属
し

て
お
り
、
「平
城
官
Ш
」
と
仮
称
し
て
い
る
も
の
で
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
出
土
土
器

も
、
や
や
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
の
よ
り
新
し
い
要
素
を
も

っ
て
い
る
が
、
同
じ
く

「平

城
宮
Ⅲ
」
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（平
城
宮
報
告
Ⅶ
）。　
以
上
の
両

土
媛
出
土
土
器
の
類
同
性
お
よ
び
出
土
木
簡
の
年
紀
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
か

饉
鰯
鬱
韓
懸
鰈
爵

第 2図 木街が出上した内裏北域の上壊群
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ら
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
埋
没
年
代
は
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
の
そ
れ
か
ら
あ
ま
リ
ヘ
だ
た
ら
な
い
天
平
勝
宝
年
間
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
土
器
以
外
の
伴
出
遺
物
と
し
て
、
豊
富
な
木
製
品
が
注
目
さ
れ
る
。
刀
形

・
削
り
掛
け
な
ど
の
祭
祀
具
、
杓
子

・
箸
な
ど
の
食

膳
呉
、
曲
物
、
木
針
、
服
飾
用
の
留
め
針
、
火
鑽
日
、
補

・
く
り
か
た

。
き
り
欠
き
の
加
工
を
施
し
た
小
部
材
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
土
壊
　
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
東
北
方
に
、　
浅
い
く
ば
み
状
の
上
壊
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
〇

（東
西
三
ハ
ｍ
、
南
北
一
四
ｍ
、
深

さ
一
一〇
ぞ
三
〇
８

が
あ
り
、　
こ
の
上
羨
の
中
に
、
八
個
の
上
羨

（Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
を
二
一
〇
九
）
が
存
し
て
い
る
。
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

二
は
、
東
西
三

・
八
ｍ
、
南
北
二

・
四
ｍ
、
深
さ
三
〇
ｍ
の
不
整
形
の
上
羨
で
あ

っ
て
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
〇
内
の
土
羨
の
一
つ
で
、
Ｓ

Ｋ
二

一
〇

一
の
北
方
三
ｍ
に
存
す
る
。
埋
土
は
、
大
量
の
檜
皮

・
木
材
片
を
包
含
し
た
上
層
と
、
粘
質
土
の
下
層
と
に
わ
か
れ
る
が
、

一
時
に
埋
め
た
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
筒
は
上
層
か
ら

一
一
一
公
一一四
）
点
出
土
し
て
い
る
。

次
に
、
土
羨
の
性
格

・
埋
没
年
代
に
つ
い
て
考
え
る
。
土
羨
の
性
格
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
土
羨
か
ら
木
材
片
を

含
ん
だ
檜
皮
が
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
、
出
土
木
簡
中
に
木
材
や
扉
金
兵
の
進
上
に
関
す
る
文
書

会
一０七四
・一一〇〈一一・一一昼
じ
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
こ
の
上
羨
が
こ
の
地
域
の
造
営
に
伴
な
う
塵
芥
処
理
に
用
い
ら
れ
た
土
羨
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
。
埋
没
年
代
に
つ
い
て
は
、　
一
応
層
位
か
ら
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
年
紀
の
あ
る
木
簡
か
ら
も
う
少
し
狭

く
限
定
で
き
る
。
出
土
木
街
中
年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
神
亀
五
年
の
調
海
藻
荷
札

全
一買
じ
、
神
亀
六
年
三
月
の
扉
金
具
の
進
上
文
書

全
昼
一〕
、　
天
平
元
年
の
調
銭
荷
札

会
一０党
・一一〇〈ｅ

の
四
点
で
、
神
亀
五
年
ぞ
天
平
元
年
に
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
神
亀
六
年
の

扉
金
具
の
進
上
文
書
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
示
す
神
亀
六
年
は
、
こ
の
地
域
で
行
な
わ
れ
た
造
営
の
年
代
の
一
端
を

示
す
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
土
羨
は
そ
の
造
営
の
塵
芥
処
理
の
土
羨
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
埋
没
年
代
は
神
亀
六
年

（天
平
元
年
）
を
あ
ま
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り
降
ら
な
い
時
期
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

伴
出
遺
物
と
し
て
は
、
瓦
は
、
第
二
次
内
裏
北
外
郭
地
区
を
代
表
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
、
小
型
の
軒
瓦
六
三

一
三

・
六
三

一

四
十
六
六
六
六

・
六
六
八
五
型
式
の
組
み
合
わ
せ
の
う
ち
、　
六
三

一
三
、
六
六
六
六

・
六
六
八
五
Ｉ
Ｂ
型
式
が
出
土
し
、　
土
器
は
、

「平
城
官
Ⅱ
」
と
称
し
て
い
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る

（平
城
宮
報
告
Ⅶ
）。
こ
の
土
羨
の
埋
没
年
代
は
、　
各
た
の
瓦

・
土
器
の
編
年

上
の
絶
射
年
代
決
定
の
手
が
か
り
を
与
え
て
い
る
。
木
製
品
は
、
槽
、
柄

。
く
り
か
た
の
加
工
を
施
し
た
小
部
材
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
土
城
　
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
は
、
東
西
三
ｍ
、
南
北
二

・
一
ｍ
、
深
さ
三
〇
甑
の
ほ
ぼ
方
形
の
浅
い
土
羨
で
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
東
北
方
、
築
地
Ｓ
Ａ
四
八
八
の
北
方

一
二

・
五
ｍ
に
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
と
同
じ
く
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
〇
内
に
掘
ら
れ
て

い
る
。
埋
土
は
、
檜
皮
を
多
量
に
含
ん
だ
上

・
下
層
と
、
そ
れ
ら
の
間
に
換
ま
れ
た
砂
混
り
粘
土
層
の
三
層
に
わ
か
れ
る
が
、　
一
時

に
埋
め
た
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
多
量
の
槍
皮
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
と
同
性
格
の
上
羨
と
考

え
ら
れ
る
が
、
埋
没
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
。
木
簡
は
下
層
か
ら
出
土
し
、
出
土
総
点
数
は

一
七
盆
◇
点
で
あ
る
。

四
　
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区
（Ｈ
地
区
）
の
遺
構

発
掘
区
は
通
称

一
条
通
り
の
南
側
で
、
第
二
次
内
裏
東
面
築
地
回
廊
の
東
側
か
ら
官
叛
東
張
り
出
し
部
分
の
西
端
に
至
る
間
に
あ

た
る
。
こ
の
調
査
で
は
内
裏
外
郭
を
限
る
掘
立
柱
回
廊
、
そ
の
内
側
の
建
物
群
、
発
掘
区
の
北
辺
に
は
西
側
を
柵
及
び
築
地
で
仕
切

っ
た
東
西
に
走
る
官
内
道
路
が
み
つ
か
っ
た
ほ
か
、
道
路
の
南
に
は
柵
で
囲
ま
れ
た
実
官
署
の
一
群
の
建
物
を
検
出
し
た
。
内
裏
の

外
郭
回
廊
か
ら
東
三
二
ｍ
の
位
置
に
、
玉
石
積
の
大
き
な
南
北
濤
が
検
出
さ
れ
た
が
、
木
筒
は
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
濤
か
ら
出
上
し
た
二
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点
の
は
か
は
い
ず
れ
も
こ
の
大
濤

（ｓ
⊇

一七
〇
〇
）
か
ら
出
上
し
た
斧
紺
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・４

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
濤
　
こ
の
溝
は
縁
幅
二

・
六
ｍ
、
底
幅
○

・
七
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
の
規
模
を
も
ち
、
側
壁
は
直
径
三
〇
∽
内
外

の
玉
石
を
七
段
に
積
み
上
げ
て
築
い
て
い
る
。
昭
和
三
年
と
昭
和
七
年
に
、
奈
良
県
技
師
岸
熊
吉
氏
が

一
条
通
り
の
北
側
で
調
査
し

た
濤
に
つ
な
が
り
、
官
域
東
部
に
お
け
る
基
幹
の
排
水
溝
で
あ
る
命
嚇
縫
軽
纂
朝
雛
観
鎌
薙
十『壕
脹
響
。

今
回
は
全
長
三
五
ｍ
を
調
査

し
た
。
濤
の
埋
土
は
、
層
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
下
関
係
は
、
出
土
し
た
年
紀
の
あ
る
木
簡
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
堆
積
の
順
序
を

示
す
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

木
筒
の
総
数
は
二
九

〇

（
〓

一九
）
点
で
あ
る

が
、
比
較
的
削
暦
は
少

な
い
。
完
形
品
が
文
書

木
筒
に
少
な
く
、
付
札

に
多
い
の
は
他
の
場
合

と
同
様
で
あ
る
。
内
容

的
に
は
、
木
工
寮

全
兄

し
、
宮
内
省
全
ｏ茜
・一一兄

李
一一一査
）、
典
膳

金
一歯
）、

第 3図 発掘された東大梼



6AAC区 (H地区)の遺構

位層 簡木

I(黒上A〕 2105,2119(延暦 2),2177,2209(延 暦元)

A〕〔砂II 「宮内天長節」銘土器

亜 〔黒土 B〕 2099, 2108, 2109, 2113, 2120, 2121, 2122, 2125, 2131,

2143ゥ 2144,2147,2165,2176(宝 字5ヵ),2180(勝宝 2),

2181(宝字 4), 2184, 2187, 2188, 2190, 2191, 2195,

2197,2201,2202,2203,2204(5り ,2206,22∝ (50,
2208(5彗つ ,2211(宝字),2213,2215,2217,2221

〔砂Ⅳ Bl〕 2102, 2104, 2123, 2124, 2137, 2182, 2183, 2185, 2186,

2189(天平末),2192(宝字 4),2193,2194(宝字),2210

(宝字 5),2212,2218,2219,2233

〔砂V B2〕 2096,

2199,

2097, 2146, 2157, 2162, 2163, 2174, 2179,

2205,2216,2224(勝 宝 7) 「大炊」銘土器

Ⅵ 〔砂 C〕 2110,2158,2178(天 平元),2198(天 平 2),2200

第 3表 東大薦層位別出土主要木簡一覧

畳
子
所
金
Φ九↓
な
ど
官
内
関
係
の
名
辞
の
比
較
的
多
い
こ
と
が

注
意
さ
れ
る
。
岸
熊
吉
氏
に
よ
る
調
査
の
際
も
、
「内
掃
」
「□

|:~)とナ也プモ�F

灰イみ色砂夕〔上

第 4図 東大清北壁土層|ヨ
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内
省
」

「膳
」
な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
内
裏
外
郭
の
東
側
と
い
う
位
置
関
係
と
も
併
せ
て
、
こ
の
附
近
の

官
衛
の
性
格
を
考
え
る
上
に

一
つ
の
資
料
と
な
ろ
う
。
木
筒
以
外
の
遺
物
と
し
て
は
、
和
銅
開
弥

・
万
年
通
宝

・
神
功
開
宝
、　
写
ロ

内
天
長
節
」
、
「□
内
省
」
、
「□
大
炊
」
等
の
墨
書
を
も
つ
土
器
、
象
点
の
施
釉
陶
器
、
陶
硯
、
土
馬
、
木
製
容
器
、
檜
扇
、
箸
な
ど

が
あ
る
。
墨
書
土
器
の
出
土
層
位
は
、
前
掲
の
第
３
表
に
あ
わ
せ
て
示
し
た
。

な
お
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
は
、
西
の
内
裏
内
郭
か
ら
築
地
下
を
く
ぐ
っ
て
流
れ
こ
む
凝
灰
岩
切
石
積
み
の
暗
渠
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
が

あ
る
。
こ
の
溝
が
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
注
ぎ
込
む
手
前
付
近
か
ら
も
木
街
が
二
（
ご
点
出
土
し
て
い
る

全
三
０
。

五
　
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区
（ｖ
地
区
）
の
遺
構

こ
の
地
区
は
第
二

一
次
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区
Ｂ

・
Ｄ

・
Ｈ

。
Ｉ

。
Ｎ
地
区
の
東
に
接
し
て
お
り
、
平
城
宮
東
面
北
門
外
側
の
東

一
坊
大
路

道
路
敷
上
と
い
う
想
定
の
も
と
に
発
掘
を
行
な
っ
た
が
、
道
路
は
存
在
せ
ず
、
の
ち
の
調
査
で
官
域
は
東
面
大
垣
予
想
地
点
よ
り
東

に
さ
ら
に
二
五
〇
ｍ
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
判
粥
し
た
傘
靭
一勅感五
じ
ｏ

検
出
し
た
遺
構
や
、
木
衛
そ
の
他
の
遺
物
か
ら
、
こ
の
地
区
に
官
内
省
に
属
す
る
造
酒
司
の
存
在
を
推
定
す
る
根
拠
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
以
下
木
筒
出
土
の
遺
構
ご
と
に
解
説
を
加
え
る
。

Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
井
戸
　
発
掘
区
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
覆
屋
を
持
つ
二
基
の
井
戸
を
発
見
し
た
。
西
の
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
九
は

一
辺
三
ｍ
の

方
形
の
井
戸
で
周
囲
を
バ
ラ
ス
敷
と
し
、
そ
の
外
に
喬
を
め
ぐ
ら
し
、
東
南
隅
か
ら
南
に
排
水
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
が
延
び
て
い
る
。

東
の
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
井
戸
は
東
西
五

。
一
五
ｍ
、
南
北
三
ｍ
の
長
方
形
で
、
建
物
で
密
閉
さ
れ
て
お
り
、
湧
水
は
南
西
隅
に
と
り



6AAC区 (V地区)の遺構

つ
け
た
暗
渠
の
木
樋
に
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
泉
屋
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。　
井
戸
の
堆
積
土
中
に
は
曲
物

・

箸

・
箆

。
人
形
な
ど
の
木
製
品
を
多
数
含
み
、
瓦
や
土
器
も
若
千
含
ん
で
い
た
。
そ
の
堆
積
土
の
東
南
隅
部
分
よ
り
木
簡
二
点
が
出

上
し
た
。
ま
た
井
戸
底
に
敷
い
た
バ
ラ
ス
中
よ
り

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
井
戸
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
た
二
点
を
収
録
し
た
。

Ｓ
Ｄ
三
０
四
七
濤
　
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
の
排
水
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
四
七
は
木
樋
の
暗
渠
か
ら
先
が
玉
石
清
の
開
渠
に
な
り
、
さ
ら
に
側
板

を
施
し
た
濤
に
な
っ
て
南
西
に
の
び
、
西
井
戸
の
排
水
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇

に
合
流
す
る
。　
こ
の
玉
石
溝
堆
積
土
上
層
に
は
大
型
の
須
恵
器
片
や
曲

浩

　

物

・
箸
な
ど
の
木
製
品
や
木
片
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
木

眈
　

筒
が

一
点
出
土
し
た
が
、
判
読
困
難
の
た
め
収
録
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

阻
　
　
の
井
戸
お
よ
び
排
水
路
は
同
じ
場
所
で
何
度
か
改
修
を
う
け
て
い
る
。

簡
　
　

Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
薄
　
東
井
戸
の
排
水
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇
四
七
を
併
せ
た
西
井

嚇

　

一戸
の
排
水
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
は
、
東
西
柵
Ｓ
Ａ
三
〇
二
三
附
近
で
素
掘
り

上連　
　
の
濤
に
な
り
、
さ
ら
に
南
流
し
て
発
掘
区
の
外

へ
続
く
。
こ
の
溝
は
幅
約

嘲

　

八
〇
飢
で
、
上
層

・
下
層
の
二
時
期
に
分
れ
る
。
木
簡
は
上

・
下
の
両
溝

第

　

か
ら

一
六
点
出
土
し
、
こ
の
う
ち

一
二
点
を
収
録
し
た
。
上
層
溝
は
、
砂

層
と
そ
の
下
の
瓦

。
土
器
を
含
む
バ
ラ
ス
混
り
褐
色
土
層
、
そ
れ
に
黒
色

腐
植
土
層
か
ら
な
っ
て
お
り
、
柵
Ｓ
Ａ
三
〇
二
三
か
ら
南
で
た
ま
り
状
に
　

・７
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三
〇
ｍ
ほ
ど
の
深
さ
で
浅
く
広
が
っ
て
い
る
。

砂
層
か
ら
は
宝
亀
元
年
銘
の
木
簡
（垂
え
）な
ど
二
点
、
「酒
司
」
、
「造
酒
」
な
ど
の
墨
書
の
あ
る
土
師
器
杯
片
、
箸
な
ど
の
木
製
品

が
出
上
し
て
い
る
。
バ
ラ
ス
混
り
褐
色
土
層
か
ら
は
、
箆

・
箸

・
曲
物

・
墨
画
唐
草
模
様
の
あ
る
曲
物
蓋
な
ど
と
と
も
に
木
簡
が

一

〇
点
、
そ
の
下
の
黒
色
腐
植
土
層
か
ら
は
、
や
は
り
木
片
と
と
も
に
天
平
四
年
の
能
登
国
（垂
一ラ
の
木
簡
な
ど
二
点
が
出
上
し
て
い
る
。

下
層
溝
は
幅
約
五
〇
ｍ
、
堆
積
土
は
黒
色
粘
土
で
、
途
中
古
い
ピ
ッ
ト
ニ
つ
を
切

っ
て
南
流
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
曲
物

・
箸

・

板

・
棒
な
ど
と
と
も
に
木
簡
二
点
が
出
土
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
二
基
の
井
戸
は
奈
良
時
代
前
半
に
既
に
存
在
し
、
た
び
た
び
の

改
修
を
経
な
が
ら
少
く
と
も
宝
亀
元
年
に
も
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
三
０
三
五
濤
　
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
の
西
方
約
四
ｍ
を
距
て
て
あ
り
、
南
方
に
の
び
る
溝
の
一
端
と
考
え
て
い
る
が
、
あ
る
い

は
土
羨
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
発
掘
区
で
い
ち
ば
ん
多
量
に
木
衝
が
出
土
し
た
個
所
で
あ
る
。

濤
は
東
西
柵
Ｓ
Ａ
三
〇
二
三
の
南
か
ら
始

っ
て
お
り
、
深
さ
は
約
二
〇
甑
、
溝
幅
は
約
七
Ｏ
ｍ
で
あ
る
。
当
初
は
発
掘
区
の
南
端

ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
濤
が
出
来
て
か
ら
あ
ま
り
間
を
お
か
ず
途
れ
出
て
、
た
ま
り
状
に
広
が

っ
た
と
思
わ
れ
、

現
状
で
は
溝
の
北
端
か
ら
八
ｍ
余
り
南
の
と
こ
ろ
で
土
痰
状
に
な
り
、
南
端
幅
は
約
四

・
五
ｍ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
ま
り
の
西

よ
り
の
個
所
に
も
と
の
南
北
溝
の
部
分
が
、
幅
五
〇
飢
、
深
さ

一
五
甑
で
濤
状
に
な
っ
て
残

っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
溝
に
沿

っ
た
東

側
に
は
芝
垣
様
の
も
の
が
南
北
に
続
い
て
い
る
。

濤
の
堆
積
土
は
四
層
か
ら
な
る
。
第

一
層
は
檜
皮
や

ハ
ツ
リ
暦

。
曲
物

・
箸
な
ど
を
含
む
黒
色
砂
層
。
第
二
層
は
暗
褐
色
砂
層
で
、

曲
物
や
大
型
須
恵
器
片
を
含
ん
で
い
る
。　
た
だ
し
こ
の
層
は
部
分
的
に
な
い
個
所
が
あ
る
。

第
二
層
は
曲
物

・
籠

・
箆

。
箸

・
檜



6AAE・ 6AAF区の遺構

皮

・
ハ
ツ
リ
暦
な
ど
の
木
片
を
多
量
に
含
む
有
機
質
黒
色
土
層
。
第
四
層
は
土
器
を
多
く
含
み
、
ま
れ
に
木
片
を
含
む
溝
底
の
流
砂

層
で
あ
る
。
こ
の
層
か
ら
は
曲
物
や
箸
な
ど
の
他
に
、
檜
扇

。
人
形

。
騎
馬
像
の
レ
リ
ー
フ
の
あ
る
厚
板
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

ま
た
第
三
層
と
第
四
層
と
か
ら
は

「酢
」
、
「酒
」
な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
が
五
点
出
て
お
り
、
木
簡
の
記
載
内
容
と
も
見
合

っ
て

お
り
、
こ
の
地
区
に
造
酒
司
の
存
在
を
推
定
す
る
資
料
に
な
る
。

た
ま
り
の
中
の
濤
状
の
場
所
で
は
底
の
流
砂
層
の
部
分
が
約
二
Ｏ
ｍ
と
厚
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
南
端
で
は
第
二
層
目
の
砂
層
が

厚
く
な
り
、
遺
物
を
含
む
よ
う
に
な
る
。
木
簡
は
堆
積
土
全
体
か
ら
出
て
い
る
が
、
第
三
層
と
第
四
層
か
ら
多
く
出
上
し
、
と
く
に

第
四
層
か
ら
は
こ
の
発
掘
区
で
最
古
の
霊
亀
銘
の
木
簡
が
三
点

全
一一一金
≡
一灸
≡
一茜
）
出
土
し
て
お
り
、　
こ
の
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
が
、
東

の
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
よ
り
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
上
層
の
黒
色
土
層
か
ら
は
天
平
勝
宝
八
歳
の
木
簡
全
〓曜
）
が
出
て
お
り
、
こ
の
濤
出
上
の
木
簡
の
一
番
新
し
い
年
紀
で
あ
る
。

他
の
木
簡
の
年
紀
を
み
て
も
、
だ
い
た
い
土
層
の
順
に
従

っ
て
出
土
し
て
い
る
が
、
概
し
て
奈
良
の
前
半
の
年
紀
が
多
く
見
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
が
奈
良
末
ま
で
存
続
し
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｓ
Ｄ
三
〇
二
五
は
そ
れ
以
前
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
出
土
木
簡
の
点
数
は
五
六
二
点
で
、
こ
の
う
ち
三
〇
三
点
を
収
録
し
た
。

エハ

発
掘
区
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｅ
区
Ｃ
・

地
域
の
西
辺
部
分
に
当
る
。

６
△
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ
区
の
遺
構

Ｌ

・
Ｒ
地
区

、
６
Ａ
Ａ

Ｆ
区

Ａ

・
Ｂ

・
Ｊ

。
Ｋ

・
Ｌ

。
Ｎ

・
Ｏ

。
Ｐ

・
Ｒ
地
区
）
は

、

東

張

り

出

し

部

と
称

す

る

当
初
こ
の
地
域
は
、
官
城
東
面
大
垣
の
中
門
の
外
側
で
、
東

一
坊
大
路
と
一
条
南
大
路
と
が
交
わ
る
地
　

１９
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点
と
考
え
て
い
た
が
、
第
三
九

。
第
四
四
次
調
査
で
東
張
り
出
し
部
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
が
宮
城
内
に

入
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
傘
卸
一勅感五
こ
ｏ

出
土
木
衝
の
総
数
は
五

一
八

０
一九
七
）
点
で
、
削
居
は
比
較
的
少
い
。
内
容
的
に
は
、
縫
殿

全
一至夫
二
一秀
↑

毛
三
二
一曽
し
、
酒
殿

全
奎
一一）、
大
蔵
省
掌

会
蕃
し
、
宮
舎
人

全
Ξ
も

と
あ
る
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
縫
殿
に
関
す
る
も
の
は
、
点
数
も
多
く
、
関
連

す
る
と
考
え
ら
れ
る
女
需
に
関
す
る
も
の

（一一七毛
二
一七九◇
、
衣
服
に
関
す
る
も
の

（一一七究
二
一全
う

な
ど
が
あ
り
、
こ
の
地
域
の
性
格

を
考
え
る
た
め
の
一
資
料
と
な
ろ
う
。
木
簡
の
出
土
し
た
遺
構
は
、
発
掘
区
全
体
に
わ
た
っ
て
散
在
し
、
ま
た
そ
の
種
類
も
複
雑
多

様
な
の
で
、
こ
こ
で
は
発
掘
区
を
大
き
く
五
つ
に
わ
け
て
記
述
す
る
こ
と
と
す
る

（第
六
図
参
照
）。

Ｉ
　
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
濤
と
そ
の
付
近

Ｓ
Ｄ
三
四

一
０
滞
　
発
掘
区
西
辺
に
検
出
し
た
南
北
溝
で
あ
る
。
最
初
素
掘
り
で
あ

っ
た
が
、
の
ち
に
西
壁
を
玉
石
積
あ
る
い
は

杭
列
で
護
岸
し
て
い
る
。
幅
三
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
で
、
本
発
掘
区
で
は
七
三
ｍ
を
検
出
し
て
い
る
が
、
第
二
九
次

。
第
三
二
次
調

査
で
、
そ
の
南
延
長
郡
と
南
端
部
を
検
出
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
延
長
五
五
〇
ｍ
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
第
三
二
次

調
査
で
は
、
こ
の
溝
が
官
域
東
南
隅
で
、
宮
城
南
面
大
垣
の
外
堀
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
に
合
流
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
拿
・報一， 仇
ご
。
堆
積
土
の
層
位
は
部
分
的
に
多
少
異
な
る
が
、
ほ
ぼ
三
層
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
層
は
暗
褐
色
砂
質
土
で
、

東
壁
を
こ
え
て
工
ｍ
近
く
東

へ
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
中
層
は
茶
褐
色
砂
質
土
で
部
分
的
に
黒
色
粘
質
土
を
含
ん
で
い
る
。
以
上
の
二

層
は
北
半
部
分
で
瓦
の
出
土
が
顕
著
で
あ

っ
た
ほ
か
は
出
土
遺
物
の
量
が
少
な
い
。
下
層
は
バ
ラ
ス
を
ま
じ
え
た
暗
茶
褐
色
粘
質
土
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で
、
木
衝
は
こ
の
下
層
か
ら
、
土
器
片
な
ど
と
と
も
に
大
五
全
二
〇
）
点
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
溝
の
南
端
近
く
の
東
岸
の
褐
色

合
礫
土
か
ら
も
木
筒

一
（○
）
点
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
四

一
四
薄
　
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
の
南
端
付
近
に
、
西
か
ら
流
れ
こ
む
東
西
溝
で
あ
る
。
木
樋
で
暗
渠
に
な
っ
て
お
り
、
東
西

四
ｍ
を
検
出
し
て
い
る
。
木
簡
は
一
全
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ⅱ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
濤
と
そ
の
付
近

Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
濤
　
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
東
方

一
七
ｍ
に
あ
る
素
掘
り
の
南
北
溝
で
、
七
二
ｍ
を
検
出
し
て
い
る
。
二
回
の
改
修

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
三
時
期
が
あ
る
。
最
も
古
い
溝
は
幅
二
ｍ
、
堆
積
土
は
土
器
を
含
ん
だ
暗
灰
色
粘
質
土
層
、
次
に
古
い
濤
は

幅
二
ｍ
、
両
岸
に
杭
を
う
ち
、
堆
積
土
は
バ
ラ
ス
混
り
暗
掘
色
土
層

・
粗
砂
層
の
二
層
で
、
両
層
と
も
土
器

・
瓦
片
を
包
合
す
る
。

最
も
新
し
い
濤
は
幅

一
。
二
ｍ
、
堆
積
土
は
土
器

。
瓦
片
を
含
む
粗
砂
層
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
時
期
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
た
遺
物

の
間
に
は
顕
著
な
時
代
差
は
み
ら
れ
な
い
。
木
簡
は
、
こ
れ
ら
各
時
期
の
堆
積
土
か
ら
三
三
（
三
◇
点
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
溝
の
底
に
は
い
く
つ
か
の
柱
穴
を
検
出
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
中
央
部
に
検
出
し
た
柱
掘
方
内
か
ら
、
縫
殿
に
関
す
る
文

書
木
衛
な
ど
三
全
ご
点
が
出
上
し
て
い
る

会
一霊大
三
一臣九も
。

Ｓ
Ａ
三
二
三
七
柵
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
溝
の
西
方
二

・
六
ｍ
に
あ
る
南
北
柵
で
あ
る
。
二
三
間
分
の
柱
穴
を
検
出
し
た
。
柱
掘
方
は

や
や
不
揃
い
だ
が
、
長
径
ま
た
は
長
辺

一
・
六
を
二
ｍ
、
深
さ
○

。
六
２

一
ｍ
の
精
円
形
ま
た
は
長
方
形
の
掘
方
で
、
大
部
分
の
掘

方
で
柱
痕
跡
を
検
出
し
て
い
る
。
層
位
的
に
み
て
、
こ
の
柵
は
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
の
最
も
新
し
い
溝
よ
り
は
古
い
が
、
二
番
目
に
新
し
　

２．
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い
溝
と
は
同
時
存
在
の
可
能
性
が
あ
る
。
木
衛
は
南
か
ら
二
番
目
の
柱
掘
方
の
埋
土
か
ら
五
二
（
〓
う
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
二
三
九

・
三
二
四

一
土
壌
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
の
南
寄
り
の
西
岸
に
あ
る
土
壊
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
三
二
三
九
は
、
径
七
〇
皿
、

深
さ
二
〇
甑
の
円
形
の
上
羨
で
木
筒
は

一
（○
）
点
、
Ｓ
Ｋ
三
二
四

一
は

一
辺
五
〇
釦
、
深
さ
二
〇
伽
の
方
形
の
土
羨
で
、
木
簡
は

一

盆
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ⅲ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
濤

Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
の
東
方
二
三
ｍ
に
あ
る
南
北
濤
で
あ
る
。
二
時
期
が
あ
り
、
新
し
い
濤
は
幅

一
。
二
ｍ
、
深
さ
二
〇
餌
で
、
部
分

的
に
側
壁
に
玉
石
積
が
の
こ
っ
て
お
り
、
側
壁
を
玉
石
積
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
堆
積
土
は
砂
層

（上
層
）、
粘
質
土
層

（下

層
）
の
二
層
で
あ
る
。
古
い
溝
は
、
新
し
い
濤
よ
り
や
や
幅
が
広
く
、
西
壁
が
新
し
い
濤
よ
り
西
方

へ
浅
く
広
が

っ
て
い
る
。
堆
積

上
は
砂
層
で
あ
る
。
木
簡
は
新
古
両
溝
の
各
層
か
ら
三
二
（
一
九
）
点
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
新
し
い
濤
の
砂
層
か
ら

出
上
し
た
神
功
開
宝

一
点
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
濤
の
西
岸
で
、
濤
を
お
お
う
バ
ラ
ス
層
か
ら
木
簡

一
（
）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ⅳ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
濤
と
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
濤
の
間
の
地
域

こ
の
地
域
は
東

一
坊
大
路
の
路
面
敷
と
考
え
て
い
た
地
域
で
あ
る
が
、
調
査
の
結
果
、
北
寄
り
に
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
掘
立
柱
建
物
、

中
央
に
Ｓ
Ｂ
三
二
八
八
掘
立
柱
建
物
、
南
寄
り
に
Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸
と
そ
の
付
属
濤
な
ど
多
く
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
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Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
建
物
　
こ
の
地
域
の
北
寄
り
に
検
出
し
た
、
七
間
ｘ
五
間
の
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
で
あ
る
。
本
発
掘
区
で
検
出
し

た
最
大
の
建
物
で
、
四
面
廂
と
北
側
に
孫
廂
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
建
物
と
南
方
の
五
間
×
三
間
の
Ｓ
Ｂ
三
二
八
八
は
、
両
側
の
Ｓ

Ｄ
三
二
三
六
濤
と
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
溝
の
中
間
に
正
し
く
位
置
し
て
い
る
か
ら
、
両
溝
が
存
続
し
て
い
た
時
期
に
造
営
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。　
木
筒
は
、
東
妻
の
南
か
ら
二
番
目
の
方
形
の
柱
掘
方

（
一
生
一更

一
ｍ
、
深
さ
四
〇
∪

の
埋
土
の
最
上
層
に
た
ま
っ
た
掲

色
砂
の
中
か
ら
、
四
五
全
二
〇
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三
三
六
二
柵
　
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
の
北
方
三
ｍ
に
検
出
し
た
東
西
柵
で
あ
る
。
柱
掘
方
は

一
辺

一
ｍ
、
深
さ
四
０
２
五
〇
飢
の

方
形
で
、　
一
〇
間
分
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
東
か
ら
第
二

・
三

・
四
番
目
の
檜
皮
の
充
満
し
た
柱
掘
方
内
か
ら
、　
一
四
全

一
）
点
出

上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三

一
０
土
壊
　
一
辺
九
〇
甑
、
深
さ
三
〇
甑
の
方
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
の
東
妻
南
端
の
柱
穴
の
南
方

一
・
二
ｍ

に
あ
り
、
木
簡
は
五
一
０
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三
二
九
土
壊
　
径
九
〇
硼
、
深
さ
四
〇
甑
の
ほ
ぼ
円
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
の
東
妻
南
端
の
柱
穴
の
北
に
接
し
て

あ
り
、
木
筒
は
八
（四
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三
三
九
土
壊
　
径

一
・
五
ｍ
、
深
さ
三
〇
皿
の
ほ
ぼ
円
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
の
東
廂
内
に
あ
り
、
木
簡
は
二
〇

全
○
）
点
出
上
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
円
座
二
枚
が
あ
る
。

Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸
　
こ
の
地
域
の
南
部
中
央
に
検
出
し
た

一
辺
三
ｍ
の
方
形
の
井
戸
で
あ
る
。
掘
方
は

一
辺
五
ｍ
の
方
形
で
、

井
戸
枠
は
井
籠
組
と
な
っ
て
お
り
、
最
下
段
の
枠
材
の
み
が
の
こ
っ
て
い
た
。
井
戸
内
に
は
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
木
簡
は
掘
方
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第0図 6AAE。 6AAF区の木簡出土遺構略図

埋
土
最
上
層
の
砂
層
か
ら

一
全
）
点
出
上
し
て

い
る
。
ま
た
井
戸
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ

Ｘ
三
二
六
九
玉
石
敷
が
、
そ
の
周
辺
に
部
分
的

に
の
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
玉
石
敷
の
間
か
ら
木

簡

一
（○
）
点
、
そ
の
上
層
の
バ
ラ
ス
層
か
ら
二

（○
）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
九
四

・
三
二
０
六

・
三
二

一
九

・

三
二
二
九
濤
　
Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸
の
周
囲
に

は
、
素
掘
り
、
あ
る
い
は
玉
石
を
用
い
た
濤
を
、

縦
横
に
交
叉
し
た
状
態
で
検
出
し
た
。
そ
れ
ら

は
前
後
三
時
期
に
わ
た
り
、
底
石

・
側
石
に
改

修
を
加
え
た
り
、
ま
た
途
中
で
あ
る
部
分
を
閉

塞
し
て
流
れ
を
変
え
た
り
し
て
、
か
な
り
の
年

限
に
わ
た
っ
て
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
木
衛
が
出
上
し
た
の
は
、
玉

石
濤
Ｓ
Ｄ
三
二
二
九

。
三
二
〇
六

・
三

一
九
四
、
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素
掘
り
濤
Ｓ
Ｄ
三
二

一
九
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
二
九
は
井
戸
の
西
辺
の
南
北
玉
石
濤
で
あ
る
。
幅
四
〇
皿
、
深
さ

一
〇
釦
で
、
底

・
側
石
に
径
二
〇
を
三
〇
硼
の
玉
石
を
使
用
し
て
い
る
。
北
端

で
井
戸
の
北
辺
の
東
西
玉
石
濤
Ｓ
Ｄ
三
二
七
〇
に
Ｌ
字
状
に
接
続
し
、
南
端
で

南
辺
の
東
西
玉
石
溝
Ｓ
Ｄ
三

一
九
三
に
Ｔ
字
状
に
合
流
し
て
、
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七

・
三
二
二
六
に
通
じ
て
い
る
。
全
長
二
五

・
六
ｍ
あ
り
、
木
簡
は
二
（○
）
点
出

土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
は
井
戸
の
南
辺
の
東
西
玉
石
濤
で
、
西
端
で
、
Ｌ
字
状
に
曲

が
る
Ｓ
Ｄ
三
二
二
三
に
接
続
し
て
Ｓ
Ｄ
三
二
二
九
に
通
じ
、
東
端
は
Ｓ
Ｄ
三
二

九
七
に
通
じ
て
い
る
。
全
長

一
二
ｍ
で
あ
る
。
側
石
が
遺
存
し
て
い
る
だ
け
だ

が
、　
Ｓ
Ｄ
三
二
二
九
と
同
じ
つ
く
り
と
考
え
ら
れ
る
。　
の
ち
に
Ｓ
Ｄ
三
二
二

三
と
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
と
の
接
続
部
分
が
玉
石
で
閉
塞
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は

一

盆
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二

一
九
は
、
そ
の
Ｓ
Ｄ
三
二
二
三
閉
塞
の
後
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
水
を
う
け
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
素
掘
り
の
南
北
濤
で
あ

る
。
北
端
が
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
西
端
に
接
続
し
、
南
端
は
発
掘
区
域
外
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
三
に
合
流
す
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
幅
六
〇
餌
、
深
さ
五
飢
、
全
長

一
〇

ｍ
あ
り
、
木
筒
は

一
（○
）
点
出
土
し
て
い
る
。

第7図  SE3230井 戸と周辺の薦
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Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
は
井
戸
の
東
辺
に
あ
る
玉
石
の
南
北
濤
で
、
玉
石
濤
二
時
期
が
重
複
し
て
い
る
。
古
い
玉
石
苫
は
南
端
で
Ｓ
Ｄ
三

二
七
〇
に
Ｌ
字
状
に
接
続
し
、　
北
端
で
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
に
Ｔ
字
状
に
合
流
し
、　
全
長

一
四
ｍ
あ
る
。　
こ
の
古
い
溝
は
、　
Ｓ
Ｄ
三
二

七
〇

・
三
二
二
九

・
三
二
二
三

・
三
二
〇
六
と
同
様
の
つ
く
り
で
、
同
時
期
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
玉
石
溝
が
、
Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇

の
周
囲
を
と
り
囲
み
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
三

・
三
二
九
七
に
合
流
し
て
い
た

一
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
新
し
い
濤
は
、
古
い
濤
の
上
に
や

や
東
に
ず
れ
て
あ
る
玉
石
溝
で
あ
る
。
濤
の
つ
く
り

。
深
さ
は
古
い
濤
と
同
じ
で
あ
る
が
、
幅
が
や
や
広
く
六
〇
凱
あ
る
。
ま
た
古

い
濤
と
異
な
り
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
よ
り
南
方

へ
の
び
て
お
り
、
全
長

一
八
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
新
し
い
濤
の
底
は
、
古
い
溝
の
底
よ

り

一
〇
皿
ほ
ど
高
い
だ
け
だ
が
、
ほ
か
に
対
応
す
る
濤
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
木
簡
は
古
い
玉
石
濤
か
ら

一
盆
）
点
出
上
し
て
い

ＺＯ
ＣＳ

Ｋ
三

一
九
五
土
壊
　
一
辺
六
〇
飢
、
深
さ
二
〇
ｍ
の
方
形
の
上
羨
で
、
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
西
方
八
〇
ｍ
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
南

方
六
ｍ
に
あ
る
。
埋
土
は
、
有
楼
物
を
多
く
含
ん
だ
黒
色
砂
質
上
で
、
瓦

。
上
器
片
と
共
に
四
全
）
点
の
木
筒
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
九
六
土
猿
　
一
辺
七
〇
飢
、
深
さ
二
Ｏ
ｍ
の
方
形
の
上
羨
で
、
Ｓ
Ｋ
三

一
九
五
の
北
方

一
・
八
ｍ
に
あ
る
。
埋
土
は
Ｓ

Ｋ
三

一
九
五
と
類
似
し
、
有
機
物
を
多
く
含
ん
だ
黒
色
砂
質
上
で
、
若
干
の
瓦

・
土
器
片
と
共
に
四
（四
）
点
の
木
筒
が
出
土
し
て
い

ク０
。Ｓ

Ｋ
三
二
０

一
土
嬢
　
長
径

一
・
六
ｍ
、
深
さ
五
〇
師
の
ほ
ぼ
卵
形
の
上
羨
で
、
Ｓ
Ｋ
三

一
九
六
の
西
方
二

。
四
ｍ
に
あ
る
。
埋

土
は
、
木
質
遺
物
を
多
く
合
ん
だ
油
質
上
で
、
木
衝
は
六
全
一）
点
出
土
し
て
い
る
。

「蟷
蚊
侍
縫
殿
」
の
木
簡

全
充
０
が
注
目
さ
れ

Ｚや
。
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Ｓ
Ｋ
三
二

一
〇
土
壊
　
長
径

一
・
四
ｍ
、
深
さ
五
〇
甑
の
精
円
形
の
上
羨
で
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
北
方

一
ｍ
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
の

東
に
接
す
る
位
置
に
あ
る
。
木
簡
は
三
金
σ
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
二

一
三
土
壊
　
一
辺

一
・
一
ｍ
、
深
さ
四
〇
飢
の
方
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
の
東
方
三
ｍ
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
北

方
七

・
八
ｍ
に
あ
る
。
埋
土
は
有
機
物
を
多
量
に
含
ん
だ
腐
植
土
で
あ
る
。
木
簡
は
箸
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
八
全
う
点
出
土
し

て
い
る
。
和
釦
二
年
の
年
紀
の
あ
る
春
襦
の
荷
札

企
一セ０９
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
Ｓ
Ｋ
三
二

一
三
付
近
に
は
部
分
的
に
玉
石
敷
が
の
こ
り
、
そ
の
上
層
の
，ハ
ラ
ス
層
か
ら
、
多
量
の
有
機
質
遺
物
と
共
に

一
一

（七
）
点
の
木
衝
が
出
上
し
て
い
る
。
神
護
景
雲
三
年
の
年
紀
の
あ
る
調
の
荷
札

命
一七０も
が
注
目
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｋ
三
二
六
四

・
三
二
六
五

・
三
二
七

一
土
壊
　
Ｓ
Ｄ
三
二
七
〇
と
Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
の
接
続
点
付
近

に
散
在
す
る
土
羨
群

（径

○
・
四
ぞ
一
生
ハ
じ

で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
人
形

・
糸
巻
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
二
七
全
０
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
天
平

勝
宝
七
歳
の
年
紀
の
あ
る
赤
米
貢
進
荷
札

全
七
一３
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｋ
三
二
七

一
の
や
や
北
方
で
、
地
山
砂
の
上
層
の
粘
土

層
か
ら
木
筒

一
（○
）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三
二
〇
五
柵
　
Ｓ
Ｄ
三
二

一
九
の
東
方

一
ｍ
に
あ
る
南
北
柵
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
九
二
の
北
岸
に
あ
る
東
西
柵
Ｓ
Ａ
三

一
一

〇
に
接
続
す
る
。
四
間
分
を
検
出
し
、
柱
掘
方
は
か
な
り
不
揃
い
で
あ
る
が
、
木
簡
の
出
土
し
た
北
端
の
柱
掘
方
は
五
五
Ｘ
六
〇
甑
、

深
さ
二
五
凱
の
方
形
の
掘
方
で
あ
る
。
木
街
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
八
月
の
年
紀
の
あ
る
官
舎
人
に
関
す
る
文
書
木
簡

一
全
）
点
が
出

土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
二
八
三
土
壊
　
一
・
五
Ｘ
二
ｍ
、
深
さ
三
〇
飢
の
方
形
の
上
娠
で
、
Ｓ
Ｄ
三
二
七
〇
の
西
方
延
長
上
、
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
の
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東
岸
に
接
し
て
あ
る
。
中
央
に
径
四
〇
飢
の
柱
痕
跡
が
あ
り
、
柱
掘
方
か
と
思
わ
れ
る
が
、
周
囲
に
く
み
あ
う
柱
穴
は
な
く
、
建
築

遺
構
と
し
て
ま
と
ま
ら
な
い
。
木
片

・
土
器

・
瓦
片
と
と
も
に
六
金
ご
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｖ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
以
東
の
地
域

Ｓ
Ｄ
三

一
八
〇
溝
　
こ
の
地
域
の
北
辺
に
検
出
し
た
東
西
濤
で
、
幅

一
ｍ
、
深
さ
二
〇
之
三
〇
甑
で
、
全
長

一
四
ｍ
を
確
認
し
て

い
る
。
底
に
径
四
〇
ｍ
ほ
ど
の
玉
石
が
部
分
的
に
な
ら
ん
で
残

っ
て
お
り
、
玉
石
溝
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
木
簡
は

一
（○
）
点
出

土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三

一
七
七

・
三

一
七
八
柵
　
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｄ
三

一
八
〇
の
南
岸
に
あ
る
東
西
柵
で
あ
る
。
両
柵
の
柱
穴
は
ほ
と
ん
ど

一
線
に

な
ら
び
、
Ｓ
Ａ
三

一
七
七
は
四
間
分
、
Ｓ
Ａ
三

一
七
八
は
六
間
分
の
柱
穴
を
検
出
し
て
い
る
。
柱
掘
方
は
両
柵
の
間
で
変
り
が
な
く
、

一
辺
あ
る
い
は
径
七
〇
甑
、
深
さ
三
０
２
四
〇
飢
の
方
形
あ
る
い
は
円
形
の
掘
方
で
あ
る
。
前
後
関
係
は
不
粥
だ
が
、　
一
方
が
他
方

の
た
て
か
え
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
木
筒
は
Ｓ
Ａ
三

一
七
七
の
西
端
柱
掘
方
埋
土
か
ら

一
会①
）
点
、　
Ｓ
Ａ
三

一
七
八
の
東
か
ら

第
二

・
三

・
四
番
目
の
柱
樋
方
埋
土
か
ら
四
（四
）
点
出
上
し
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
三

一
七
八
か
ら
出
土
し
た
縫
殿
に
関
す
る
文
書
木
簡
二

点

全
垂
〒

毛
一３

が
注
目
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
五
四

・
三

一
五
五
薄
　
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
は
、
こ
の
地
域
の
東
北
隅
か
ら
中
央
へ
斜
行
す
る
素
掘
り
溝
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
は
、
北
端
で
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
の
西
側
に

「く
」
字
形
に
と
り
つ
き
、
南
方

へ
流
下
す
る
素
掘
り
溝
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五

は
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
よ
り
新
し
く
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
を
の
ち
に
途
中
で
つ
け
か
え
た
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
は
幅
二

・
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０
２
二

・
四
ｍ
、
深
さ
四
〇
凱
で
、
堆
積
土
は
粗
砂
層

（上
層
）、
礫
層

（中
層
）
、
細
砂
層

（下
層
）
の
三
層
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五

は
幅

一
。
二
ｍ
、
深
さ
二
〇
飢
、
堆
積
土
は
砂
層
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
の
濤
内
に
は
、
周
囲
を
玉
石
溝
に
し
た
径
二
ｍ
の
く
ば

み
が
あ
り
、
水
を
溜
め
る
よ
う
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
は
、
屈
曲
部
の
西
壁
に
玉
石
積
が
残

っ
て
お
り
、
特
に

水
勢
の
強
い
屈
曲
部
の
み
玉
石
積
で
護
岸
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
の
中
央
部
は
、
そ
の
上
部
を
の
ち
に
土
器
溜

（Ｓ
≦
一三
三
七
≧
〓
三
九
）
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
か
ら
は
三
層
す
べ
て
と
く
ば
み
か
ら
四

一
全
≡
影

点
出
土
し
、　
上
層
か
ら
天
平

一
九
年

一
一
月
の
年
紀
の
あ
る
春
米
荷
札

全
一七四も
、　
下
層
か
ら
郷
里
制
に
も
と
ず
く
記
載
の
あ
る
荷

札

会
一七〓じ
、
女
希
に
関
す
る
も
の
全
七霊も
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
か
ら
は
、
八
（五
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
六
九
土
壊
　
長
径
八
〇
硼
、
深
さ
二
〇
ｍ
の
精
円
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
の
西
岸
に
あ
る
。
木
簡

一
（○
）
点
が

出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
付
近
の
整
地
層
　
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
付
近
に
は
、
上
層
か
ら
暗
褐
色
土
層
、
暗
灰
色
砂
質
土
層
、
褐
色
砂
層
の
三
層

の
整
地
層
が
み
ら
れ
る
〕
こ
れ
ら
の
層
位
は
、
部
分
的
に
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
暗
褐
色
土
層
の
一
部
が
暗
黒
色
粘
質
土
層

に
変

っ
て
い
た
り
、
暗
褐
色
土
層
と
暗
灰
色
砂
質
土
層
と
の
間
に
、
木
波
層
が
は
さ
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四

は
暗
灰
色
砂
質
土
層
か
ら
掘
り
こ
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
整
地
層
と
の
前
後
関
係
が
知
ら
れ
る
。
木
簡
は
整
地
層

・
木
炭
層
の
各

層
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
暗
褐
色
土
層
か
ら

一
盆
）
点

会
一実
∪
、
暗
黒
色
粘
質
土
層
か
ら

一
盆
）
点

会
巧
奎
）、
木
炭
層
か
ら
天
平
宝

字
の
年
号
の
あ
る
荷
札
な
ど
九

（八
）
点

会
一実
共ぞ
一一セ七影
、
暗
灰
色
砂
質
土
層
か
ら
二
五

（
一
九
）
点

会
一七七四
生
一帝九じ
、
褐
色
砂
層
か
ら

一
（
３
点

全
主
し
が
出
土
し
て
い
る
。



総 説

ま
た
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
か
ら
西
方
に
や
や
は
な
れ
た
と
こ
ろ
で
、
暗
灰
色
砂
質
土
層
の
下
層
の
砂
層
か
ら

一
全
）
点

会
一七九∪
、
暗
褐

色
灰
層
か
ら

一
盆
）
点

盆
七九も
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
二

一
七
〇
薄
　
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
の
西
方
四
ｍ
に
検
出
し
た
素
掘
り
の
溝
で
あ
る
。
東
北
か
ら
南
西
に
斜
行
し
、
南
端
で
西
折

し
て
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
に
合
流
す
る
。
幅
六
〇
皿
、
深
さ

一
〇
甑
で
、
全
長
二
〇

・
四
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
木
簡
は
二
（
３
点
出
土

し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
二
八
濤
　
幅
三
〇
飢
、
深
さ

一
〇
弧
の
素
掘
り
の
東
西
濤
で
、
こ
の
地
域
の
中
央
部
で
検
出
し
た
。
全
長

一
四
ｍ
を
確

認
し
、
西
端
四
ｍ
は
木
樋
と
な
っ
て
い
る
。
埋
土
は
暗
黒
色
粘
質
上
で
あ
る
。
切
り
合
い
関
係
か
ら
み
て
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
よ
り
新

し
い
。
木
簡
は

一
（
３
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
五
八
土
墳
　
長
径
七
〇
阻
、
深
さ
四
〇
針
の
精
円
形
の
土
頻
で
、
Ｓ
Ｄ
三

一
二
八
の
西
端
の
木
樋
の
南
方
四
〇
飢
の
と

こ
ろ
で
倹
出
し
た
。
層
位
か
ら
み
て
Ｓ
Ｄ
三

一
二
八
よ
り
古
い
。
木
簡
は
女
稀
に
関
す
る
も
の
一
盆
）
点
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
濤
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
東
方
四

・
五
ｍ
に
あ
る
素
掘
り
の
南
北
濤
で
あ
る
。
東
壁
が
畦
畔
下
の
た
め
幅
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
最
も
広
い
と
こ
ろ
で
二

・
六
ｍ
あ
り
、
深
さ
は
三
０
２
四
〇
甑
で
あ
る
。
削
平
の
た
め
北
で
消
え
て
お
り
、
全
長

四
五
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
が
、
北

へ
の
び
て
Ｓ
Ｄ
三

一
七
〇
の
屈
曲
部
に
合
流
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
堆
積
土
は
、
上
層
か
ら
灰
色

土
層
、
黒
色
粘
質
土
層
、
黄
白
色
細
砂
層
の
三
層
で
、
木
簡
は
、
上

。
中
層
か
ら
土
器

・
木
片
な
ど
と
と
も
に
、
八
全
◇
点
出
土
し

て
い
る
。
天
平
勝
宝
の
年
号
の
あ
る
調
の
荷
札

全
合
し
が
あ
る
。

ま
た
こ
の
済
の
上
層
を
お
お
う
暗
灰
色
土
層
か
ら
木
簡

一
（○
）
点
、
斉
の
南
端
の
西
岸
の
整
地
層
下
の
砂
層
上
面
か
ら
、
天
平
神
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護
の
年
号
の
あ
る
付
札

一
盆
）
点

全
〈Φし
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
五
七
薄
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
に
直
交
す
る
東
西
濤
で
あ
る
。
側
壁

・
底
に
玉
石
を
用
い
、
幅

一
血
、
深
さ

一
Ｏ
ｍ
、
全
長

二
〇
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
堆
積
土
は
灰
黒
色
砂
混
り
粘
上
で
あ
る
。
こ
の
溝
は
切
り
合
い
関
係
か
ら
み
て
、
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
新

し
い
溝
と
は
同
時
期
の
可
能
性
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
よ
り
古
い
。
木
簡
は
二
会
ラ
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三
〇
五
土
渡
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
東
岸
に
検
出
し
た
円
形
の
土
娠

（径
九
〇
ｍ
、
深
三
二
〇
倣
）
で
、　
本
簡
は
、
藁
製
の
円

座
と
と
も
に
三
一
ラ
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三
〇
六
土
墳
　
Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
の
西
岸
に
検
出
し
た
方
形
の
上
羨

（
一
辺
一
ｍ
、
深
主
一三

ｍ
）
で
、　
木
簡
は
二
全
し
点
出

上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
三
七

・
三

一
三
九
土
壊
　
こ
の
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
南
北
に
並
ん
で
い
る
、
長
い
二
個
の
土
娠
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
三

一

二
九
北
上
羨
は
、
南
北

一
〇

ｍ
、
深
さ

一
五
２
二
四
ｍ
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
南
土
羨
は
、
南
北
九
ｍ
、
深
さ
二
三
２
二
七
凱
で
、
幅
は

両
土
羨
と
も
二
ｍ
で
あ
る
。
両
土
羨
は
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
の
上
に
あ
り
、
埋
土
は
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
が
三
層
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
が
二
層

に
わ
け
ら
れ
る
が
、
両
土
羨
と
も
、
各
層
か
ら
瓦

・
土
器

・
檜
皮

・
木
片
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
の
上
部

を
利
用
し
た
塵
芥
処
理
の
た
め
の
土
羨
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
か
ら
天
平
宝
字
三
年
五
月
、
景
雲
四
年
九
月
の

年
紀
の
あ
る
調
荷
札

会
蚕
〒

天
一も

な
ど
四
（四
）
点
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
か
ら
五
（五
）
点
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
、
多

量
の
上
器

・
瓦
の
ほ
か
に
（
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
か
ら
漆
塗
の
棒
、
墨
書
土
器
各

一
点
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
か
ら
木
製
漆
塗
高
杯

・
和
銅
開

弥

・
神
功
開
宝
各

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
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Ｓ
Ｋ
三

一
四
二
土
壊
　
一
辺
六
〇
蝕
、
深
さ
三
〇
ｍ
の
方
形
の
上
竣
で
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
の
西
方
に
接
し
て
検
出
し
た
。
木
街

一

盆
）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
三
六
濤
　
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九

・
三

一
三
七
の
東
方
五
〇
硯
に
検
出
し
た
素
掘
り
の
南
北
溝
で
あ
る
。
幅
八
〇
凱
、
深
さ

一

〇
甑
で
、
全
長

一
九
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
層
位
か
ら
み
て
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九

・
三

一
三
七
よ
り
新
し
い
。
木
簡
は
、　
〓

一
盆

一
σ

点
出
土
し
て
い
る
。
若
狭
国
三
方
郡
か
ら
の
貢
進
物
荷
札
四
点

今
ヨ
ぅ
一一一点
は
能
登
郷
の
調
塩
荷
札
）
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る

全
一〈三
己
貢
一う
。

Ｓ
Ｄ
三

一
三
四
濤
　
Ｓ
Ｄ
三

一
三
六
の
上
に
、
や
や
東
に
ず
れ
て
検
出
し
た
玉
石
使
用
の
南
北
濤
で
あ
る
。
幅
八
〇
飢
で
、
わ
ず

か
全
長

一
・
八
ｍ
が
遺
存
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
側
壁
に
径
三
〇
飢
ほ
ど
の
玉
石
を
並
べ
、
底
に
径

一
〇
甑
ほ
ど
の
小
石
を
敷
い

て
い
る
。
木
筒
は
調
鉄
荷
札

一
盆
）
点

全
八一脅
）
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三
〇
九
九
棚
　
こ
の
地
域
の
中
央
部
東
辺
に
あ
る
南
北
柵
で
、
九
個
の
柱
穴
を
検
出
し
た
。
柱
掘
方
は
、　
一
辺
あ
る
い
は
径

一
ｍ
、
深
さ
四
〇
甑
の
方
形
あ
る
い
は
円
形
の
掘
方
で
あ
る
。
木
筒
は
北
端
の
柱
掘
方
埋
土
か
ら
五
（四
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
二
四
土
壊
　
Ｓ
Ａ
三
〇
九
九
の
北
か
ら
四
番
目
の
柱
穴
と
重
複
す
る
方
形
の
上
茨
で
あ
る
。
七
〇
×
六
〇
ｍ
、
深
さ
三

〇
甑
で
、
埋
上
内
に
は
多
量
の
瓦

・
木
片

・
木
灰

。
有
機
物
を
包
合
し
て
い
る
。
こ
の
上
疾
に
は
Ｓ
Ａ
三
〇
九
九
の
柱
穴
な
ど
五
個

の
柱
穴

・
土
羨
が
重
複
し
て
ほ
ら
れ
て
い
た
が
、
切
り
合
い
関
係
か
ら
み
て
Ｓ
Ｋ
三

一
二
四
が
最
も
新
し
い
。
木
簡
は
天
平

一
九
年

一
〇
月
の
年
紀
の
あ
る
も
の
全
全
５

な
ど
二
０
一）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
門
基
壇
下
層
堆
積
土
　
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
は
、
こ
の
地
域
の
南
部
の
西
寄
り
に
検
出
し
た
門
と
考
え
ら
れ
る
礎
石
建
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物
で
あ
る
。
南
北
に
な
ら
ぶ
四
個
の
礎
石
の
根
石
と
基
壇
を
検
出
し
て
い
る
。
こ
の
基
壇
の
た
ち
わ
り
の
結
果
、　
基
壇
積
土

（厚
さ

三
五
∽
）
直
下
の
黒
褐
色
堆
積
土
層
か
ら
二

一
０
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
の
黒
褐
色
土
層
は
瓦

・
土
器
片
を
包
含
し
、
後
に
の

べ
る
Ｓ
Ｄ
三

一
〇
九
濤
の
上
を
お
お
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
二

一
一
三
濤
　
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
の
基
壇
の
東
に
あ
る
素
掘
り
の
南
北
濤
で
、
全
長
二
〇
ｍ
を
検
出
し
た
。
二
時
期
が
あ
り
、

上
層
の
新
し
い
濤
は
幅
九
〇
飢
、
深
さ
二
〇
甑
、
堆
積
土
は
責
褐
色
砂
質
上
で
、
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
に
と
も
な
う
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

下
層
の
古
い
溝
は
、
幅

一
・七
ｍ
、
深
さ
三
〇
ｍ
、
堆
積
土
は
檜
皮

。
木
質
物
を
多
量
に
包
含
し
た
暗
茶
褐
色
砂
層

（上
層
）、
土
器

・

瓦
を
包
合
し
た
暗
褐
色
含
礫
土
層

（下
層
）
の
二
層
で
あ
る
。
こ
の
古
い
溝
は
、　
一
部
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
の
基
壇
の
下
に
入
り
こ
ん
で
い

る
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
よ
り
古
い
。
木
簡
は
、
古
い
濤
か
ら
天
平
勝
宝
八
歳

一
一
月
の
年
紀
の
あ
る
文
書
木
簡

一
全
）
点

全
一〈四う

が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
〇
九
薄
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
東
方
三
ｍ
に
検
出
し
た
南
北
濤
で
あ
る
。
幅
八
〇
ｍ
、
深
さ
三
Ｏ
ｍ
、
底
は
径
三
〇
２
四

〇
凱
の
玉
石
を
敷
き
、
両
壁
は
板
を
な
ら
べ
、
そ
の
内
側
に
七
〇
甑
間
隔
で
杭
を
打

っ
て
押
え
て
い
る
。
推
積
土
は
、
土
器

・
瓦
片

を
包
含
す
る
黒
色
砂
質
上
で
あ
る
。
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
の
基
壇
の
南
で
五
ｍ
と
、
基
壇
の
た
ち
わ
り
で
西
岸
側
板
の
一
部
を
検
出
し
て

お
り
、
延
長

一
〇

・
八
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
基
壇
積
上
の
下
か
ら
検
出
し
て
い
る
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
よ
り
古

い
。
木
簡
は
三
（
３
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三

一
〇
六
柵
　
Ｓ
Ｄ
三

一
一
三
の
東
岸
に
あ
る
南
北
柵
で
あ
る
。
柱
掘
方
は
や
や
不
揃
い
で
あ
る
が
、
長
径

一
・
五
ｍ
前
後
、

深
さ
二
五
ｍ
の
楕
円
形
の
掘
方
で
あ
る
。
木
簡
は
、
北
端
と
北
か
ら
三
番
目
の
柱
穴
か
ら
三
全
じ
点
出
土
し
て
い
る
。



能登 能登 ′(田

能登 鹿島

越中 羽昨 都知

丹波 桑口 川人

氷上 井原

何鹿 高津

丹後 与謝 官津

与社 謁叡

竹野 鳥取

竹野 芋野

竹野 舟木

熊野 田村

但馬 養父 老左

七美 射添

伯者 河村 笏賀

隠岐 周吉 奄可

播磨 明石 藤江建)

赤穂 大原

佐用 相原

宍粟 相野建)

美作 勝田 塩湯

勝田 豊国

備前 邑久 尾奴

邑久 尾張

赤坂 櫓□

児島 小豆

備後 御調 諌山僅)

紀伊 那賀 荒河

海部 可太

安諦 英多

安諦 幡陥

日高 財部

淡路 三原 阿麻

阿波 那賀 山代

那賀 和射

讃1虎 大内 入野

三木 池辺

天平宝字 3

天平勝宝 7

神護景雲 3

延暦元

天平宝字

天平宝字 5

天平宝字 5

2280

2817

2195

2272

2255

2182

2556

2256

2205

2258

2257

2259・ 2260

2715

2187

2748

2291

2749

2261

2184

1955

2186

2262

2206βッ2208

７５２

０７８

・７７

２６３

２６６

７０７

２０９

２．．

２． ０

１７６

７． ７

・８３

８． ６

５９。

* 〔 〕は「郷・里」を付してないもの。〇は和名抄に郷名のみえるも

の, ×はみえないもの。なお高本は高山寺本,刊本は元和三年那波道

円校刊の古活宇版 (『 日本古典全集』)の和名抄をさす。
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加島

能登国

刊本にはなし

遠佐

蔵江

尾沼

沼隈郡

郡

郡

田

田

在

在

川

太
　
　
　
　
万

荒

賀

　

　

　

阿

×
○

○

○

○

×
○

○

○

○

○

○



第 4表 木簡にみえる郷名一覧

木 簡 番 号

２７。４

２． ９２

２． ９４

２２４７

２２４６

２７４０

・９２６

２２． ６

２７８．

２２０．

２８３５

・９４９

和

内

　

賀

　

勢

大

河

　

伊

　

伊

摩

　

張

士
心
　

尾

参河

距
妨
絆
厘
　
掛
線

添  大野律)

志紀 少林

志紀 田井

安拝 服織

伊賀 長田

桑名 熊口

鈴鹿 鈴鹿

飯野 黒田

志摩 伊雑

英虞 船越

中島 石作

山田 山口

智多 英比

飽臣 寸礼建)

額田 新木

渥美 幡太

那賀 射鷲

朝夷 健田

那賀 〔酒烈埼〕

蒲生 阿伎建)

犬上 尼子

緑野 小野

遠敷 速敷

遠敷 小丹生

遠敷 丹生僅)

遠敷 佐分僅)

遠敷 佐分

遠敷 佐文

遠敷 木津

遠敷 青

三方 能登

三方 乃止

三方 竹田律)

足羽 野田

坂井 荒墓

坂井 荒伯

江沼 忌浪

1928

2278

2277

2267・ 2268

2279

2276

2302

2289

2248

2776

2251

2254

2188・ 2189

不日例司2

天平宝字 4

天平宝字

天平勝宝 8

養老 6

天平勝宝 2

神護景雲 4

天平勝宝 2

2591

2592

2819

1950,2801

1948・ 2283

2818。 2823・ 2824

期　　　　　的翻
本

脚　　　　　　　　　　　鴎
勅　　　　　錯

×

×
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×
○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×
○

○

○

○

２８２

２６６

２７７

２． ９

２． ９

２０７

遠敷

後赤蹴;大飯郡

大飯郡
日嚢t詈奈!大飯郡

合ヒ垂を

荒泊

荒泊

加賀国


